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 少子高齢化の加速と 

「支える医療」への構造転換
先日，厚生労働省より 2025 年の人口動態統計が公

表された．出生数は 70 万 5,809 人（前年比 2.1％減）

で，10 年連続の過去最少更新となった．2040 年頃に

は高齢者人口が総人口の約 35％に達する見込みのなか

で，少子化の進行は従来推計より約 17 年早いペース

となっているとのことである．支え手の減少と被支援

者の増加が同時進行するなか，医療・介護提供体制の持続は喫緊の課題となっている．

こうした人口構造の変化を背景に，高齢者医療は「治癒中心モデル」から「生活機能維持・向上

モデル」への転換を加速させている．2026 年度診療報酬改定では，急性期・回復期・慢性期の機能

分化と連携強化がさらに明確化され，高度急性期病院からの地域包括ケアを担う医療機関への円滑

な下り搬送を促進する地域完結型医療の枠組みが一層強調された．急性期病院は高度専門医療に特

化し，地域側は生活を見据えた継続支援を担う体制の整備が求められている．リハビリテーション

医療においても評価軸は大きく変化している．従来の単なるベッド上訓練ではなく，早期離床を前

提とした実践的日常生活動作（ADL）訓練を通じ廃用症候群を予防し，在宅復帰・社会参加へと結

びつくアウトカムを重視する方向である．

私事ながら，94 歳の父が慢性硬膜下血腫で昨年手術を受けた．年齢を考慮すれば，術後の廃用症

候群の進行によるADL低下，さらには要介護度の上昇も十分想定された．しかし，急性期から回

復期にかけての一貫したリハビリテーション介入により，父は術前とほぼ同等の生活機能を維持

し，自立した在宅生活を継続できている．高齢患者における早期離床・包括的リハビリテーション

介入の意義は，個人の生活の質（QOL）向上にとどまらない．もし父が寝たきりとなっていれば，

老老介護のわが家は，身体的・精神的負担のみならず社会的孤立のリスクも高まっていたであろ

う．少子高齢化が加速するわが国において，医療の使命は「生命予後の延長」だけでは完結しな

い．生活機能の維持・回復を通じて，個々人の尊厳と社会的自立を支えること―それこそが，加

速している少子高齢化社会に求められる医療の本質ではないだろうか．

� （船 橋 公 彦）
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